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第２８７８回例会 ２０２２年 １１月 １４日

・普通例会

司 会
斉 唱
本 日 の 出 席
本 日 の 欠 席

メークアップ
ビ ジ タ ー
ゲ ス ト
ニコニコBOX

神田英一 会場監督
国歌斉唱 奉仕の理想
会員 44人中 出席者 31人 出席率 70.45％
大江智宣・片庭隆暁・加藤博・鈴木勉・田中洋和・田中道也・谷温恵
谷村一文・藤吉敏博・前田孝・水田孝志・本山忠之・山崎貴弘

奈良康弘 （長女結婚祝い）（誕生祝い）

北村浩史 （士別商工会議所会頭就任）

累計 133,000円

● 11月 7日(月) 普通例会・理事会

● 11月14日(月) 普通例会

● 11月21日(月) 普通例会

● 11月28日(月) 夜間例会

● 12月 5日(月) 普通例会・理事会・年次総会

● 12月12日(月) 夜間例会・ファミリ－パ－ティ

● 12月19日(月) 普通例会

● 12月26日(月) 特別休会

■ [ロ－タリ－財団月間] ■ [疾病治療と治療月間]

今日のプログラム

前回 （１1月７日） の記録 ・普通例会・誕生祝い・理事会

■会 長／細川 博司

■副会長／神田 裕教

■幹 事／大橋 直幸

■例会場／士別グランドホテル

■例会日／毎週月曜日 12:10～13:00

■事務所／士別グランドホテル TEL0165-23-1234

２500地区ホームページ http://rid2500.jp/

士別ＲＣ http://www.douhoku.jp/sibeturc/

かわにしの丘

ＲＩホームページ https://www.rotary.org

2022-2023年度ＲＩ第2500地区テーマ
202２-202３年度ＲＩ第2500地区ガバナー久木佐知子

ともに紡ごう！ロ－タリ－の未来へ

2022-2023年度国際ロータリーのテーマ
202２-202３年度ＲＩ会長 ジェニファ－E.ジョ－ンズ



■会務報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・細川 博司会長

皆さんこんにちは。

心配しておりました会員の皆さんも元気で出席され安心

をいたしました。

寒さも一段と厳しく成ります、十分にお体には気付けられ

ます様にお願いいたします。

国際ロータリー会長ジェニファー・ジョーンズさん女性初

の会長が選出され4カ月経過しております。

カナダのオンタリオ州ウィンザーにあるテレビ、ビデオ制

作会社創業者兼社長ウィンザー大学の理事長、地域商

工会議所の会頭を務め、奉仕活動が称えられ各賞を受

勲され法学博士号を有しています。

DEI～アメリカでのロータリーの教訓を取り入れ「多様

性、公平性、インクルージョン」会員親睦交流を大事にし

ながら、世界中で色々と困っている人々の為に、手を差

し伸べて少しでも気持ちを楽にしてあげれるロータリア

ンでありたい。

想像して下さい「私達がベスト」を尽くせる世界「未来を」

想像して下さい。

「ポリオのない世界」を想像して下さい。

みんなが「安全な水」を使える世界「疫病のないすべての

子供たちが公平に学ぶ」事の出来る世界「やさしさ希望、

愛、平和」を想像して下さい。

だからこそ「イマジンロータリー」想像がスローガンであり

ます。

迷う事なく前進あるのみ。

世界のロータリアンからよせられたロータリー財団を有

効に活用して、戦争のない幸せで家族が暮らせる世界が

来るために日々頑張って下さい。

会員の皆様のご理解をいただきながら理事会でも検討

して財団への応援をして参りたいと思います。終ります。

■幹事報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大橋 直幸幹事

皆様こんにちは。幹事報告をさせて頂きます。

1. 今月のロータリーレートは１ドル１４８円となっており

ます。

2. 皆様にご報告がございます。

来週１４日の例会には,本山会員が出席し、お食事を

されていく予定でございます。

是非,笑顔で出迎えて頂きたいと思いますの

で宜しくお願い致します。

3. 美深ロータリークラブ様より,１１月・１２月の例会のご

案内が届いております。 ロビーにて掲示しておりま

すのでご自由にご覧ください。

4. 本日の例会終了後に 理事会が開催されますので,

該当される方はご出席の程お願い致します。

ジェニファー E. ジョーンズ

2022-23年度会長

2022年11月

イマジン ロータリー」と言われても、何やら大変な、難し

いことのように思えるかもしれません。しかし核となるの

はとても些細な、個人的なものですらあります。

ロータリー会員は奉仕行為を喧伝するものではないと思

われていたのは、そう昔のことではありません。その考え

はよく分かります。謙虚さは素晴らしい特性ですから、私

たちはほかの面では謙虚さを育みつづけるべきです。

しかし、ロータリーのストーリを発信しないというのは損

です。それに、ロータリーの活動を共有するというのは人

びとへの贈り物であり、ロータリーの実績を理解する機

会を提供することでもあるのです。

ある含蓄深い名言が思いだされます。「あなたの言葉は

忘れ去られることでしょう。あなたの行いは忘れ去られる

ことでしょう。しかし、あなたが与えた感動は決して忘れ

去られることがないのです」

それでは、どうすれば人びとにロータリーの感動を与え

られるでしょうか。一番良い方法は、ロータリーモーメン

トを共有することです。私たち一人ひとりがロータリーモー

メントを体験しているはすです。いつも通りの毎日の中

で、何か偉大なことを成しとげようという意志と出会うと

いうあの体験を。

それは初めて例会に出席したときだったかもしれません。

人によっては、奉仕される人びとの目に浮かぶ喜びに気

づくまで何年もかかることもあります。あるいは、他の会

員から何か心に響くストーリーを聞いたときのことかもし

れません。ニックと私はこの旅を共にしてきましたが、人

びとの人生に変化をもたらす皆さんの活動には胸を打た

れます。今年度は、この旅を有意義なものにしてくれた光

景やストーリーを皆さんと共有していきます。

皆さんも自分なりのやり方でそうしていただけたらと思っ

ています。例会やソーシャルメディアで共有するのでもい

いですし、知識豊富で野心的な人なら、地元のメディア

でイベントを宣伝するのもいいかもしれません。ストーリー

をご友人と共有するだけでも、影響は生まれます。


